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〔海外だより〕 シカゴマイケル・リース病院だより
昨年 10月よりシカゴのマイケJレ・リース病院へ来て
おりますので，この病院について，また，その他感じた
ことを少々お便りさせていただきます。
はじめて bossの Dr.Coe一家に招かれたとき，彼
の義父が千葉大は日本一の大学だろうと念をおすように
いうものですから， そうだと答えてきました。この人
は，すでに現役を退いていますが，国際外科学会の仕事
を通じて中山恒明先生と親しかったのだそうです。日本
にも数回来たことがあり，日本に対して非常によい感じ
を持っているようです。
さて，マイケJレ・リース病院は 1881年に開院してい
ますので，千葉大学医学部よりは歴史が浅いことになり
ます。設立の信条は，宗教・人種・あるいは生れた国の
いかんにかかわらず，すべての患者に奉仕することであ
ったそうで，これは今でも変わっていないそうですが，
我々からみればこんな決まりきったことが立派な信条に
なるほどアメリカには人種の差別があるのでありましょ
う。これは一寸関係のないことになってしまいますが，
よく，日本人の集まった時に，どの場所は良い所で 100%
白人であるとか，あそこは黒人が多くて危険だとかいう
話が出ます。黒人が{可ノ'f-セント占めるかということが
その場所の良否として使われているわけです。これは，
現在の状態では一応当たっているそうですので，つい口
に出てしまうのでしょうが，こういういい方には非常な
抵抗を感じている次第です。この指標を使っているの
は，もちろん，日本人だけではありませんが，私は使わ
ないように心がけています。
話がそれてしまいましたが，その後，段々と病院が発
展してきたらしいことは新旧のピルがおもあることか
らうかがえます。ここに来ている 7人の日本人医師のう
ち， 5人までは 2つの研究棟の方にいます。私のいる病
院の方はざわざわしていますが，研究棟の方は落着いた
雰囲気を持っています。 シカゴ大学と a田1iateしてい
るとともに， Jewish Federation of恥IIetropolitan 
Chicagoとも affi1iateしています。研究費が比較的豊
富なのはこういうこととも関係あるのでしょうか。多く
持千葉大学医学部泌尿器科学教室
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の chairmanとか directorは若く，たとえば Physi・ 
cian-in-chiefである，副甲状腺ホJレモンの Dr.Sher-
woodは頭は禿げていて相当の年にみえますが， うわさ
によれば 36だそうです。
私の属している Renal Division は内科の l部門で
すが，面白いことには，内科でありながら外科専門の医
師もいて，人工腎のシャント作り，副甲状腺の手術その
他もやったりしていて，自分の手術室も持っています。 
Directorの Dr. Coe は腎結石専門なので基礎的研究
は主に結石のことをやっています。しかし，臨床的には
高血圧，腎不全，その他の腎疾患を手広くあつかってい
ます。たとえば， 副甲状腺機能允進症は年間 50例程み
つかっているそうです。この発見のためには Renal 
Division で原子吸光でカルシウムを測定し， 内分泌で
副甲状腺ホ Jレモンをはかっています。さらに，アメリカ
でもはじめてといわれる州の規模での高血圧患者の登録
が各病院から Rena1Di visionの大型コンピューターに
接続しているのだそうです。その他すべての腎疾患もみ
なコンピューター処理を行なっていて，このために 6，.. 
7人の人が専門に働いています。医師の人材では日本の
方が上と思いますが，こういう点は大分進んでいるよう
です。
カンファレンスはこの科だけでも，結石および骨カン
ファレンス，腎バイオプシーカンファレンス，透析カン
ファレンス等沢山ありますが，泌尿器科医である私に特
に興味があったのは， nephro1ogy-uro1ogy conference 
でした。ただし，症例・話題によってはそうでない時も
あるのですが，大体は泌尿器科側が教わるといういうよ
うな感じです。これは; Dr. Coeがかなり博識で、ある
ためもあり，また，内科と泌尿器科との性格のちがいに
もよるのでしょうが，残念な気がしました。 Uro1ogist
のために私も発言したいとは思っても私の会話力ではう
まく行きません。こういうカンファレンスに出る学生の
数が多いときと少ないときがあるのは，彼らが自分で選
択しているのでしょうか。
ここで，マイケJレ・リース新聞に昨年の統計がでてい
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たので，その一部を紹介させていただきます。入院患者
数 27523名，外来患者数219047名，急救患者総数 35509
名。 gunshot，knife wound も多いそうです。私も泌
尿器科的外傷のよい勉強になるから来てみろと言われま
したが，今の所遠慮しています。平均入院日数9.59日。
これは入院費が高いので， 患者は一刻も早く帰りたい
し，医師ももたもたしていると有能でないということに
なってしまうわけです。平均ベット数871。平均ベット
占有率83%。入院患者 l人あたりの平均手術数0.320
この他のことは省略して日nancia1data をみると，入
院患者支払は一日平均 246ドル。実に 1日7万円以上で
あります。普通の人の月給は数日の入院でなくなってし
まいます。これにかかった費用は一日平均230ドルで黒
字になっています。あるとき，友人(この人は医師では
ありません)にシカゴには今でもマフィアはあるかと聞
いたところ，ものすごいのがあるとのことでしたが，こ
れが AMA(アメリカ医学会)だそうです。病気になっ
てもお金がなければパイパイというわけだそうです。医
療保険の進んでいる(様々な欠陥はあるにしても)日
本はこれに較べれば， 患者は幸せといえるようです。 
full-time の従業員が 4555人。これはベット数に比し
て大すぎるように見えますが， このうちのかなりの人
数が研究棟の方で働いていること以外に， もう一つは 
Security Departmentにピストノレを腰にぶら下げた人
が沢山おり， また， 構内を 46時中病院のパトカーが巡
廻しているという無駄をしているためもあると思いま
す。こういうことも医療費にひびいているわけです。ア
メリカの都会はどこもこのようなのだそうですが。日本
から来ている友人がほとんど郊外へ引越してしまったの
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で，私も引越すことにしましたが，これによっても交通
費等相当の出費になってしまいます。このような危険の
ない安全な日本は，貧しくとも，よい国だとつくづく感
じます。
こちらの景気のことは良く分かりませんが，図書館で
無料でやってくれていたコピーサービスがなくなってし
まい， 1枚 5セント払って，しかもセルフサービスにな
ってしまいました。病院の無料巡回ノてスの本数も減り，
また， fellowの人数もすくなくなったそうです。 こう
いうところをみるとやはり不況なのでしょうか。
話しが変わりますが，毎週土曜日にロヨラ大学を借り
て開かれている日本人学校へ子供を連れて行くと，日本
人がいっぱいいるのでおどろきます。これは商工会議所
でやっているものですが，はじめての時は日本人の集団
をみてギョッとしました。前にたしか日本人の起源とい
う本を読んだことをおぼえていますが，この種の本を読
んで，自分はどういう人種に属しているのか知りたくな
りました。
こちらへ来たばかりで，また，会話が不自由でよく分
りませんが，そしてひどい人聞が多いことも事実と思い
ますが，大部分の人は強い独立心を持っていることには
感心しました。単なる利害のために徒党を組むことが少
ないらしいのも，ちゃんと自分というものを持っている
ためでしょうか。
以上，陳ぶなことを書いてしまい申しわけありません
でした。もう少ししましたら，また，ちがった見方が出
来るかもしれないと考えております。 
(1976. 5. 31.受付)
